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大 谷 立 美

は じ め に

「前回,訪 日のお り(注 ・昭和42年),創 価学会並 びにあなたのことについて,

多 くの人か ら聞 きました。以来,あ なたの思想や著作 に強い関心 を持つ ように

な り,英 訳の著作や講演集 を拝見いた しました。そ してこれは提案ですが,私

個人 としてあなたをロンドンに御招待 し,我 々二人で,現 在人類が直面する基

本的な諸問題 について,対 談 をしたい と希望 します。時期的にはいつで も結構

ですが,あ えて選ばれるとすれば,5Aの メイ ・フラワータイムが最 もよい と

思います」。昭和44年(1969年)の 初秋,創 立者池 田大作先生は世界的に著名

な歴史家である英国のアーノル ド ・J・ トインビー博士か らこうした内容の一

通のお手紙 をお受けになった。そ してこれが現代 の東洋 と西洋 を代表す る,偉

大な知性の選遁のきっかけとなる。

そ して3年 後の1972年,創 立者 は博士のご提案 のとお りのその5月,ロ ン ド

ンのオークウッドにある博士の 自宅 を訪れる。そのとき博士 は83歳 。一方創立

者は44歳 。初対面で しか も親子 ほどの年齢差ではあったが,お 二人 は出会 った

その瞬間か ら長年の親 しい友人のように時間を忘れて語 り合 う。対談のテーマ

は,生 命論,科 学 と宗教,歴 史 と文明,学 問 と教育,戦 争 と国際問題,社 会問

題 文学 と芸術,女 性論 などと多岐にわたった。そ してその語 らいは,現 代 の

人類社会が抱 える諸問題 を直視 し,そ して来たるべ き21世 紀 に向か っての人間
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の生 き方,文 明のあるべ き姿 を探求 した内容だった。

博士 と創立者は最初の出会い以前か ら,対 談 をより実 りあるものにす るため

に,数 々の往復書簡 を交わ した。創立者 は多忙 な毎 日の寸暇を見つけてはお手

紙 を書 き,そ のなかで博士の質問に真摯 に答えつつ,同 時に自身の意見,見 解

も述べ られた。それに対 し博士 も誠意あふれる姿勢で接 し,と きには静かな別

荘 に赴 いて,思 索 を重ねなが ら創立者か らの書簡に応 じた という。

翌1973年5月,創 立者 は再 びロン ドンを訪れ,博 士 と2度 目の対談 をおこな

った。お二人の度重 なる往復書簡,そ して2回 にわたる対談が結実 したのが 『二

十一世紀への対話』である。この対談集 は現在20力 国語以上 に翻訳 され,世 界

的なベス トセラーとなっている。本論文ではその対談集のなかで特 に 「戦争 と

国際問題」の分野に注 目し,ト インビー博士 との対談 をとお して,創 立者の平

和思想 を学 びたい。

最初の出会いの冒頭,創 立者 は博士 にこう語 りかけた。 「私 は,こ のたび,

トインビー博士 と4日 間にわたって対談の機会 を持てることを,仏 法の探求者

として,更 には,未 来に生 きる青年の一代表者 として,心 か ら嬉 しく思います。

激動の世界にあって,人 類が思索 し,疑 問 とし,解 決 しようと苦慮 している多

くの問題があります。私 は,そ れらの諸問題について,御 意見を承 りたいと希

望 します。も しこの対談が,21世 紀に生 き残 る多 くの世代に とって,何 らかの

問題解決への糸口 となるな らば,私 に とって望外の幸せです」。 この言葉 は,

「今世紀最大の歴史家」 と評 され る博士への尊敬の念 を表す とともに,こ の対

談 を21世 紀 を生 きる青年たちに 「人生の指針」 「未来へのメ ッセージ」 として

の語 り伝 えたい という創立者の熱い思いを感 じさせ る。その とき博士 は決然 と

した表情で創立者 に応 じる。「や りま しょう!21世 紀の人類 のために,語 り

継 ぎま しょう!」 と。

博士 はご高齢 になられて も,学 問への情熱 を失 うことはなかった。彼 の日々

は毎朝6時 半 に起床。奥様 とともに朝食 を作 られ,午 前9時 には書斎 の机 に向

かわれた。「博士 にとって最 も充実 したひ とときはいつですか」 という創立者

のご質問に,「 文章 を書 き,本 を読んでいるときです」 と答える博士。彼の座
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右 の銘は 「さあ,仕 事 を続けよう!」 ということばだった。創立者 は著書 『私

の交友録(読 売新聞刊)』 のなかで,博 士 との思い出を次の ように回顧する。

「一流の人物 とは,自 分の死後 を見つめ,そ こから今何 をなすべ きかを考 える。

トインビー博士 はまさ しくにその人だった……」 と。第2回 目の対談の2年 後

に死去 された博士にとって,創 立者 とのこの対談は文字通 り「21世紀への遺言」

となった。話 し合いが終 わ り,別 れ際 に博士 は創立者にこう語る。「本当の問

題 を論 じあえる人間 と率直に語れることは,学 者 と しての最高の喜びであり,

最大の価値である」 と。

さてその21世 紀が私たちの 目の前 に迫 って きた。「戦争の世紀」 が ら 「平和

の世紀」へ。この創立者の願いを引 き継 ぎ,そ して実現するためにも,い まこ

そ私たちは トインビー博士 と創立者の間で語 られた 「平和へ の思い」 をしっか

りと学ぶべ きときであると私は確信す る。なお本論文で明示するページの数字

は聖教文庫版 『二十一世紀への対話(3)』か らの引用であることを,あ らか じめ

ご了承いただ きたい。

また本稿の内容 に関 しては,創 価女子短期大学における私のゼ ミナール 「平

和学入門」 を受講 した16人 のゼ ミ生 との語らいに負 うことが多いことをお伝 え

してお きたい。今年度私たちはこの本 をテキス トとし,博士 と創立者のメ ッセー

ジか ら 「21世紀へ向けての平和の道」 を真剣 に模索 した。毎回のディスカ ッシ

ョンは真摯で,私 自身ぞ くぞ くと興奮 を覚えるほどの活発 な知的討論だった。

このゼ ミをとお して私 は,平 和の道 を思索するなかで,数 え切 れないほどの示

唆 と触発 を,若 き青年たちか ら受けた。その学生諸君 に,こ の場を借 りて心か

ら感謝の気持ちを表 したい。

1.「 国家主権」 か ら 「人類主権」 への発想の転換 を

博士 と創立者 は第一章 「20世紀後半の世界」における 「6.地 方国家解消論」

(pp.44-56)の なかで,第 二次世界大戦後,主 権国家がその権威 を失墜 しつつ

あることに同意する。 この主権国家,ナ シ ョナ リズム(民 族国家の集団に対す
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る崇拝),国 家主義 について,創 立者 は博士にまず こう語 りかける。

『人間にとって国家が有用であることは否定できませんが,不 可

欠のものではなく,ま してや尊厳 なるものでもあ りません。 むし

ろ国家中心のイデオロギーとしての国家主義は,人 類に とって弊

害のある面が強いといえま しょう』(創 立者:pp.44-45)

創 立者 はここで 「(国家は)不 可欠なものでない」「尊厳 なるものではない」,

そ してむ しろ 「(これか らの時代 には)人 類 にとって弊害」 と,国 家 に対す る

否定的な見解 を述べ る。 さらに国家の威信失墜の原因 として,次 の4つ の時代

的背景 を指摘する。

①経済,文 化 を始め とする人間の諸活動について,国 際交流が活

発になってきたこと

②現代 は,核 戦争が予想 される時代 であること。すなわち今 日で

は,核 兵器の破壊性のゆえに,い かなる国家 も単独 では戦争が

行いがたくなっていること

③企業や労働組合 など,国 家か ら独立 した目的 を持つ社会集団の

組織化 が進み,個 人が国家よ りも自分の所属する個別集団への

帰属意識 を強 く持つようになったこと

④"体 制"と"人 間"と はまった く対立するという考 え方 が強 く

なっていること

創立者のこれ らの分析 は,現 在私たちを取 り巻 く国際社会の現実 を,鋭 く指

摘 している。まず第一・に 「国際交流」 については,交 通輸送手段 の急速な進歩

によって,世 界 の人々が国境 を越えて,こ れほどまでに自由闊達 に行 き来で き

る時代が こようとは,誰 が想像 し得 たであろうか。たとえば日本を例にとれば,

1996年 の海外渡航者が延べ数でお よそ1,700万 人。一方 日本 を訪れた外国人が
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約400万 人。 また短期,長 期 を含めて海外留学 をす る日本人青年の数 も毎年10

万 人以上 といわれている。すなわちこれだけの数の 日本人が異文化 に触れ,程

度の差 はあるものの,何 らかの形で外国人 との交流 を経験する。それだけでは

ない。最近は全地球的な情報技術の進歩によって,自 宅のパ ソコンで世界中の

人々 と瞬時に連絡が とれるという時代 になった。国際社会の人々が,こ れほ ど

までにそれぞれの国境 を自由に越 えて広 く行 き通い,と もに語 り合 えるような

時代が,い ままでの人類の歴史のなかであったであろうか。 これは第3の 理由

として指摘 される 「国家か ら独立 した社会集団への帰属意識」 にも,共 通 して

いえることである。た とえば先進国の企業が発展途上国に進出 し,現 地で工場

を作 り生産 を始める。 こうして一国の会社が,海 外 に出て多国籍企業 とな り,

世界 を相手 に商売 を始める。そ してその会社に働 く人たちは,そ れぞれの国籍

を持ちなが らも自分たちの会社 の発展のために,一 生懸命に働 くことになる。

これはビジネスの世界だけの話だけではない。 日本のプロ野球選手が米国の大

リーグに移籍 し,そ のチームで大活躍 をする。野球場 にやって くるアメ リカ人

はその 日本人選手 を応援 し,衛 星放送でその試合 を見 る日本人は,そ のアメ リ

カのチームを応援す る。 日米のプロ野球で,こ んな時代がやって くるとは,い

ったい誰が想像 し得たであろうか。 しか し博士,創 立者のお二人 とも,30年 以

上前か ら 「人々の国際的交流」「社会集団の地球化」の進展 を,し っか りと予

測なさっていたのである。歴史の動 きを冷徹 な眼差 し見つめる博士 は,創 立者

のその分析 に次のように応 じる。

『われわれは少 しでも意義ある活動 を展開 しようとすれば,そ の

唯一の有効な規摸が,地 球的規模 とな らざるをえないような時点

に近づいているのです』(博 士:p.46)

創 立者が指摘 した 「主権国家の権威失墜」に対す る4つ の理由のなかで,私

たちが さらに学び,思 索 をより深めていかなければならないのが,第2の 「今

日は核戦争が予想 される時代」 という見解である。 ソ連邦の崩壊 によって東西
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冷戦の時代が幕 を閉 じ,米 ソの核戦争 の危険性ははるかに遠のいた といわれる。

さらに1996年 国連総会 において,「 包括的核実験禁止法」が成立 した。 これに

よって,今 後核保有国が核実験 をすることが事実上不可能になった。 しか し現

実は,核 兵器その ものは今で も保有国に存在 し,な かで も核 の超大国である米

国は,「 未臨界実験」 という名の もとに,新 しい核兵器 の開発 を進めている。

そうした状況のなかで,偶 発的核戦争や核兵器 を使 ったテロリス トの脅迫的暴

力事件発生 の危険性,あ るいは核兵器の廃棄処分 によって生 じる放射能汚染の

拡大など,さ まざまな 「核の問題」が提起 されている。すなわち核兵器 をこの

地球上か ら完全に廃絶 しない限 り,核 という 「魔物」 の恐怖から,私 たちは決

して解放 されることはないのだ。いったん核戦争が起 これば,そ れは国を隔て

る国境 などまった く関係 ない。なぜ ならそれぞれの集団安全保障条約 によって

軍事的に結 びつ く世界各 国は,一 国に対する核攻撃が必ず他国を引 き込み,最

終的には間違いな く全世界を巻 き込 む世界戦争 になるであろうということを,

現実の可能性 として真剣 に受け止めなければならない。核戦争 に,勝 者 も敗者

もいないのだ。「守 られるべきものは一国一国の主権国家ではなく,人 類全体,

地球 そのものである」 という創立者の強固な信念が,こ こで私たちの心にひ し

ひ しと,力 強 く迫 って くる。

第4の 「"体制"と"人 間"と はまった く対立する」とういう創立者の視点 も,

他の3つ の理由とともに示唆に富 む。さらにこの点 を創立者は,「国家 は"体 制"

を代表する ものの筆頭」 「国家権力の横暴や権威 主義に対 して,人 々が強い反

感 をいだ くようになってきている」 と敷術す る。こうして 「体制→ 国家→権力

悪」 とい う構図が描かれる。その"体 制",そ してそれが もた らす"権 力悪"

の象徴的な例 として,創 立者 は 「戦争」 をあげる。

『現代では,国 家はすべての国民 を戦争 に巻 き込み,そ の生命 と

財産 を危険にさらします。かつては,戦 争 においてはそう した危

険性 を冒すのは特定の階級の人々で,志 望者に限 られていたわけ

ですが,近 代国家においては徴兵制により,す べての国民の うえ
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に死 の危 険 が の しか か る よ うに な りま した』(創 立 者:p.49)

「体制,国 家,そ してその権力者が戦争 をおこし,何 の罪のない国民がそれに

よって死ぬ ことになる」,そ うした権力者 と戦争 を憎む創立者の心。そ してそ

れは,戦 争によってかけがえのない肉親 を失 った人。戦争が もたらした民衆の

様 々な悲劇 と不幸 を目の当た りにし,戦 争の悲惨 さを原体験 した人に しか分か

り得 ない怒 りと悲 しみに違いない。そ うした人々に,「 戦争を起 こした"体 制"

と仲良 くしま しょう」 などと,ど うしていえようか。創立者 にとってこの"体

制"と は,「 絶対 に戦争 を しない体制」,そ して 「民衆の生命 と幸福 を守 り抜 く

国家」でなければならない。

創立者 は第13回 「SGIの 日」記念提言 として発表なさった論文 『平和 の鼓

動 ・文化 の虹』 のなかで,「 国家主権」 から 「人類主権」への発想の転換 を,

私たちに次の ように訴 える。

『核兵器の登場により,国 権の発動がその まま人類の絶滅につな

が りかねない状況下 にあって,人 類 は否応な く国家の枠 を越 え,

「国益」か ら 「人類益」へ,「 国家主権」 か ら 「人類主権」へ と発

想の転換 を迫 られてお ります。私 はこの時代の流 れは,も はや押

しとどめることができない と確信 してお ります』

(池田大作全集第一巻 「論文」p.266)

博 士 との対話 のなかで創立者が述べた 「国家威信の失墜」 とは,21世 紀 とい

う新 しい時代 に向けて,「国家主権」という小 さな枠か ら飛び出 し,そ の視座 を,

世界へ,地 球へ,人 類へ と,「 人類主権」 とい う新たなる発想の転換 を私たち

に求めている。
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H.愛 国心 と人類愛

「愛 国心」,こ れ は とて も美 しい こ と ば で あ る。 自身 の家 族 を,町 を,そ して

祖 国 を慈 しむ心 。 この 心 は人 間の気持 ちの きわめて 自然 な発露 であ り,自 身 の

生 命 と人 間 と して の尊 厳 を守 り抜 こう とす る当然 の思いで あろ う。第一章 「20

世 紀 後 半 の 世 界:8.愛 国 心 と人 類 愛 」(pp.69-74)の な か で,創 立 者 は 「愛

国心 」 につ い て次 の よ うに述べ る。

『自分自身が生 きている国土や社会 を愛 し,よ り発展 させていこ

うと願 うことは,元 来,自 分の生命 を慈 しみ,生 活を向上 させよ

うとする人間の本性 に根 ざ した心情 が,社 会的な方向 をとったも

のである思います。それ自体 は美 しいことであ り,人 間 として大

切 な問題です』(創 立者:p.69)

わが祖国が外 国からやって きた軍隊によって侵略 され,自 身の家族や同胞の

命が危険にさらされた とき,武 器 を持 って立ち上が り,そ の侵入者 と戦お うと

する気持 ちは,人 間として当然のことであろう。事実世界史における多 くの戦

争が,祖 国の自由と独立 を守るため,そ の民族や国民が侵略者に対 して立 ち上

が った ものだった。 こうして 自身の祖国を愛する気持ちが,国 としての独立 を

維持 し,そ れが人類社会の発展 を可能 にして きたといって も過言ではない。

しか し創立者は 「愛国心」のその美 しい面を見つめるとともに,そ の裏側 に

ある 「陰」の部分 をも凝視する。

『しか し,自 身の生存する社会への自然 な愛が,ひ とたび国家対

国家の対立のなかに巻 き込 まれ,利 用 され始めると,そ れは妖 し

い光 を帯びてくるものです』(創 立者:pp.69-70)
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『国 家 主 義 の も とに,ど れ だ け多 くの 青 年 た ちの純 粋 な愛国心 が

歪 め られ,利 用 され,ふ み に じ られ て きた こ とか … …』

(創立 者:p.70)

日本の軍国主義が中国大陸を始め とす るアジアへの侵略戦争 を遂行す るため

に,こ の 「愛国心」 とい う"美 名"を 振 りかざして,純 粋無垢 な日本の若者 を

戦場に駆 り立てた。そ してそこで尊い命 を失 わせ た。その侵略戦争はおびただ

しい数のアジアの民衆 を殺獄 し,と 同時 に祖国 日本 も焦土 と化 した。何 も知 ら

ぬ 日本 国民 は,「 愛国心」 とい うこ とばをただ ひたす ら信 じ続 けて,最 後の最

後 まで戦おうとした。すなわち日本人は,第2次 世界大戦 において為政者が声

高 に叫ぶ この 「愛国心」 とい うことばによって,戦 場で,そ して祖 国で死んで

いったのである。 日本の軍国主義が引 き起 こしたこの悲劇 と民衆の悲 しみを,

創立者はけっして忘れない。だか らこそ創立者 は語 り続ける。

『自己の生存する社会への純粋な愛であったものが,他 国民への

憎悪ない し蔑視 に変 わり,自 己 と社会の共存の理念であったもの

が,い つの間にか国家社会のための自己犠牲へ と変質 していった』

(創立者:p.70)

トインビー博士 はこの 「愛国心」 を,一 種の 「古代宗教」 とみる。博士はそ

の理 由として西欧諸民族が先祖伝来の宗教たるキ リス ト教への信仰 を失い,そ

の空 白を埋めるために,地 域共同体,す なわち近代では主権国家の集団力 を,

その 「崇拝 の対象」 と した と分析す る。そこで 「国家崇拝」 の手段 として,

「愛国心」が鼓舞 されることとなる。だが博士 自身 も,国 家が崇拝 の対象にな

ることに否定的である。 これはある意味で,博 士 自身の国家観 ともいえるだろ

う。博士は創立者の愛国心に対す る考 え方に,次 の ように応 じる。

『地域 的なものであれ世界的なものであれ,人 間の集団力が崇拝
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の対象 と して適当でないことは確 かです。国家 とい うものは,地

域的国家であれ世界国家であれ,た んなる公共施設にとどまるべ

きものです』(博 士:p.72)

為 政者たちが自己の私利私欲,虚 栄,他 者に対する憎悪のために,,国 家 を崇

拝することを人々に強制する。そ してその手段 として,「愛国心」が利用 される。

その結果が侵略戦争の遂行 となる。これではいけない。それでは本来の 「愛国

心」 を,真 の意味での 「愛国心」 を取 り戻すためにはどうしたらいいのであろ

うか。この疑問に対 して創立者 は,次 のような明快 な指針 を,私 たちに与えて

くれる。

『かつて本来的な愛国心の理念 を現代に求 めるとするならば,そ

れは世界全体 を"わ が祖国"と する人類愛であり,世 界愛でなく

てはな らない と思います。その とき,国 家的規模における国土愛

は,今 でい う郷土愛のようなものになっていくのではないで しょ

うか』(創 立者:p.73)

「わが祖国はこの世界」,そ して 「愛すべ きもの はこの地球」。創立者にとって

「愛 国心」 とは,一 国一国への愛 を超越 して,世 界全体,地 球社会その ものへ

と広が ってい く。創立者のい う 「人類愛」,「世界愛」,こ れ こそが21世 紀 を生

きる私たちがこれから真摯 に希求すべ き,誠 の 「愛国心」ではなかろうか。

松下幸之助氏 との対談集 『人生問答』のなかで,創 立者 は 「愛国心」 に代 わ

る 「人類愛,世 界愛」 について,さ らに次の ように敷術する。

『国家主義の束縛や,偏 った民族主義 から離脱 して,世 界市民と

い う広い次元に立って,わ が祖国地球のために,生 涯を捧げてい

く人こそ,本 来の意味における"愛 国"の 人といえるで しょう』

(池田大作全集第八巻 「人生問答」p.653)
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自身が所属する国家への愛か ら人類へ の愛へ と,自 己を変革す る。博士はそ

の 「愛」 を,創 立者 との対話のなかで 「究極の精神的実在」 を呼ぶ。 さらに博

士 は語る。「私 は志高 なる目的 とは,人 格の顕現,諸 人への愛 を第一義 とする

ことである」 と。この 「諸人への愛」 こそが,創 立者のいう 「世界愛」,「人類

愛」であ り,「平和の心」 とは,そ の思いから始 まるので はないだろうか。

皿、平和憲法 と自衛権 について考 える

軍事力 を保持するすべての国々は,そ の軍隊は 「自衛」のためであると説明

す る。すなわち他国からの侵略に対 して,「 自衛権 を行使す るために,国 家 と

して武力 を持つ」 というのがその根拠である。さてこの 「自衛権」 という問題

に対 して,博 士 と創立者 はどの ように考 えてい らっしゃるのだろうか。それを

『第二章 ・軍備 と戦争:4."平 和憲法"と 自衛』 の章で学 んでみたい。

博士はまず最初 に,こ の 「自衛権」 とい う大義名分の もとに軍事力 を保持す

ることを,全 面的に否定す る。博士は次のように語 る。

『最 も効果ある国家自衛手段 とは,物 理的軍備の保有 と軍隊の保

持 とを,す べて放棄することです』(博 士:p.94)

『実際には防衛のための編成 ・装備 ・徴兵 と,攻 撃 を意図 した同

様の準備 とを,予 め区別することはできません。それゆえうわべ

は防衛 を装った準備が,実 は攻撃 を意図 したものであるかも しれ

ない,と いう疑惑 を呼ぶわけです』(博 士:p.95)

確 かにここで博士が指摘す るとお り,「 自衛」 と 「攻撃」 とい う目的におけ

る軍事力には,ど れだけの違いがあるとい うのであろ うか。武器 を保有する国々
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は,そ れ らをすべて 「自衛」用 と呼ぶ。 しか し実際 には,そ の軍事力が他国を

侵 略す る 「攻撃」用 として使われて きたのが,歴 史が示す事実ではないか。

「自衛」とい う名において国家が武器 を保有するこの大義名分の矛盾 をふまえて,

創立者は 「国家の 自存 を守 る権利,す なわち根本的には,国 民の生 きる権利 を

守 るという考 え方」 という視点に立ち,自 衛権の本質 について次のように語る。

『個人の生命 自体 を守 るという,自 然法的な絶対権の社会的なあ

らわれが,国 の 自衛権 というものであると思い ます。であるなら

ば,そ の自衛権 をもって他国の民衆の生命 を侵すことができない

のは,自 明の理です』(創 立者:p.98)

創 立者 は 「国民の生 きる権利 を守 る,個 人の生命 を守るということが,自 衛

権の本質である」 と定義付 ける。 しか し現実は,世 界がその 「自衛権の行使」

とい う名の もとに悲惨 な侵略戦争 を繰 り返え し,そ れが個人の生命や人間の生

きる権利 を略奪 して きた ことを指摘する。 さらに 「自衛権」 という美名に包 ま

れた武力が必然的に自己増殖 し,拡 大する性向を持つこと。そ してそれがゆえ

の各国間における軍備競争が,い まや人類の生存 を脅かすほどまでに激 しくな

っていることを,私 たちに警告す る。特 に核兵器の出現 によって,人 類 はまっ

た く新 しい時代 を迎 えた。すなわちいったん核戦争が起 これば,こ の地球上の

至る所 に核 ミサイルが飛 び交 い,そ の結果 はただ人類の滅亡 という悲劇的な結

末 を迎 えることで しかない。そうした 「核時代」だか らこそ創立者は声 を大に

して訴 える,fい まや私たちが自衛すべきもの は個 々の主権 国家ではなく,こ

の地球上に居住 するすべての人間が属する人類 である」 と。すなわちこの地球

上に住 むすべての人問が運命 をともにす る21世 紀 という新 しい時代に,そ れぞ

れの国家が 「自衛権」 と称 して武器 を保有することに,ど れだけの意味がある

というのであろうか。む しろその武力の存在が,他 国からの侵略の可能性 とい

う疑心暗鬼の気持ちを人々に生 じさせ,各 国間の軍拡競争 をいたず らに煽 って

いるだけではないか。創立者 はその 「自衛用」 と称する武力 について,次 のよ
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うに語 る。

『もはや現代における武力 は,既 成の,歴 史的に馴 れ親 しんでき

た防衛力 とは異質のものになって しまっている,と 考 えなければ

な らないで しょう。つ まり,武 力を持つ大義名分 は,す でにその

根拠 を失 って しまった と私 は考えるのです』(創 立者:p。93)

「20世紀 は 『戦争の世紀』 であった。 しか し21世 紀は 『生命の世紀』 と しなけ

ればな らない」。 これ こそが創立者の願 いである。そのために私 たちは,旧 来

の価値観 の束縛か ら自らを解放 し,思 い切 った発想の転換 をしなければならな

い。その第一歩 としてここで創立者は問いかける,「武器 を保持する意味 は何 か」,

「軍事力を所持する意義 とは何 か」 と。

武力の保持 を否定 し,戦 力 を一切放棄する基本的理念の象徴 として,創 立者

は日本国憲法第九条 を論 じる。憲法改正論議が高 まる昨今,私 たちはこの問題

について創立者が どのようなお考えをお持 ちなのか,し っか りと学ぶ必要があ

る。そこで 「平和憲法」 について,創 立者 は博士 との対話で次のように語る。

『(自衛権 にっいて)も う一度出発点 に立 ち返 って大 きな視野に

立つ ならば,一 国家の民衆の生存権に とどまらず,全 世界の民衆

の生存権 を問題 と しなければな らない時代 に入 った と考 えます。

私 はこの立場から,戦 力の一切 を放棄 し,安 全 と生存の保持 を,

平和 を愛する諸国民の公正 さと信義 を託 した,日 本国憲法の精神

を心か ら誇 りに思い,そ れを守 り抜 きたい と思 うものです。そ し

てそれを実あ らしめるための戦いが,わ れわれの思想運動である

と自覚 してお ります』(創 立者;PP.98-99)

戦争の残酷 さと悲惨 さを原体験 し,戦 後の焼け野原に立たずみ 「二度 とこの
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悲劇 と不幸 を繰 り返 させ まい」 と心 に誓 った池田先生。創立者にとってこの平

和憲法は,戦 後 日本の未来に大 きな期待 を抱かせ る希望の光 となったに違いな

い。創立者はその ときのお気持ちを,『 私の人生観』(聖 教文庫)の なかで,次

のように回顧 なさっている。

『憲 法 が,発 布 され た当 時,私 は よ うや く19歳 に な っ た ば か り で

あ っ た。(中 略)し か しそ こ に盛 られ た 主権 在 民,戦 争 放 棄 の 規

定 に は,戦 時 中 の苦 しみ や,恐 ろ しさの 体 験 か らに じみ 出 た,心

か らの 共 鳴 を覚 え た こ と を記 憶 してい る。 この思 い は,20余 年 間,

一貫 して変 わ った こ とは な い』(私 の 人 生 観p .241)

創立者 はこの 「平和憲法」 こそが,日 本国民が誇 るべ き貴重な財産であ り,

崇高な理念であると確信 なさる。 と同時に核戦争の脅威,人 口爆発,世 界的な

環境破壊,地 球の温暖化,第 三世界の貧困の進展 といった 「地球的諸問題群」

に直面する人類にとって今早急に求め られるものが,こ の 「平和の視点」であ

る。なぜ ならこの 「憲法九条」に描かれた平和への理念 こそが,ま さに人類の

未来 を先取 りした法であ り,そ して私たちが今後21世 紀 に目指すべ き 「地球憲

法」の理念 とな りうるか らだ。その意味で私たち 日本人が,こ の平和憲法 をし

っか りと遵守する意義 はきわめて大 きい。そ こで創立者 は,『 創大平和研究』

創刊号に特別寄稿 した論文 「二十一世紀への平和路線」 のなかで,「 平和憲法

の遵守」 について,次 の ように述べ る。

『我 が国の平和路線 として,第 一にあげなければならないことは,

平和憲法 を徹底 して遵守するとい うこと。それ と同時に,平 和憲

法の精神 を共有財産 までたかめてい くことであろ う』

(池田大作全集第一巻 「論文」pp,50-51)

一方 トインビー博士 は
,こ の平和憲法を遵守 しようとする創立者の考 えを,
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全 面的に支持する。歴史家 としての博士 は,侵 略戦争の犠牲 となったアジアの

民衆が,日 本が再び軍事大国化することを懸念 していると述べ,こ の平和憲法

こそが中国を始めとするアジァ近隣i諸国 との良好な外交関係 を維持するために,

大 きな役割を果たすと見 る。 さらに博士 は,「 平和憲法が未来の 『入類の憲法』

になりうる」 という創立者の指摘 に,次 の ようなことばで賛同する。

『世界政府の樹立 によって,世 界の諸国民が現在の無秩序状態 を

終結 させることに成功 したとするならば,そ の ときにこそ,先 に

第九条 を盛 り込 むことによって,歴 史の流れを正 しく予測 した日

本国民の英知 と先見の明 は,き わめてはっきりと証明 されること

で しょう』(博 士:p.100)

一部の政治家やマスコ ミによって 日本国憲法改正
,自 主憲法制定 とい った主

張が声高に叫ばれるきょうこの頃。それだけに私たちは,創 立者の 「平和憲法」

に対する考 え方 を深 く学 び,そ の理念の原点に戻 るべ きであろう。戦争 という

過去の過 ちを繰 り返 さないために も,21世 紀は創立者がい うように 「生命の世

紀」 にしなければな らない。それはすべての国家が,そ の国民 に対 して,生 命

の尊厳 を保障 しなければならない時代であ る。そのためにはその尊い人間の生

命 を奪 うすべての武力 を,こ の地球上か ら廃棄処分する しかない。だか らこそ

創立者 は私たちにこう訴 える。

『人類の未来にあって,日 本民族 が果たすべき道。 それはとりも

なお さず,平 和憲法の精神 と理想を,あ らゆる国々,あ らゆる民

族の心 に植 え付 け,戦 争放棄の人間世界 を広 げて,こ の地球 を,

宇宙をおおいつ くすことである』(私 の人生観p.246)
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N.経 済発展 と戦争

トイ ンビー博士は戦争が発生する原因について,プ ロイセ ンの参謀将校 クラ

ウゼヴィッツのことばを引用 して,「 戦争 とは外交の失敗 に対す る報 いである」

と述べる。確かに外交 によって処理できなかった紛争に,戦 争が しば しば決着

をつけてきたことは歴史の事実である。 しか し現実は,そ うした政治的 ・外交

的要因よりも,む しろ経済的要因によって戦争 は引 き起 こされて きたといえる。

たとえば第二次世界大戦 をひとつの例 に取れば,ド イツに して も日本 にして も

自国の工業発展 と軍事力維持 に必要 な資源 を確保するために,近 隣諸国への侵

略政策を遂行 した。それはいわゆ る 「(資源 を)持 たざる国」の宿命 といって

もいいだろう。あるいは私たちの記憶 に最 も新 しい湾岸戦争 も,石 油価格の急

激 な低落で国家の財政破綻 に瀕 したイラクのフセイン大統領が,ク エー トを侵

略することによって,経 済的危機 を打開 しようとした戦争だった。一方先進諸

国の軍需産業は,そ れぞれの国の国防政策 と密接 な関連 を持 ち,新 兵器の開発

と技術革新 を絶 えず進 めなが ら,国 家経済のなかで見過 ごす ことので きない大

きな役割を果た している。 こうした 「経済 と戦争」の関係 について,博 士 と創

立者は 「第二章 ・軍備 と戦争:1.経 済発展 と戦争(PP.75-80)」 のなかで,

戦争以外の手段 における経済発展の道 を模索す る。 まず最初 に創立者 は,一 国

の経済体制のなかに,戦 争が起 こることを前提 とし,ま たその準備 を進めなけ

ればならないような仕組みが存在す ることを,次 のように指摘す る。

『残念なことに,今 日において経済的に高度 な発展 を成 し遂 げた

国では,そ の経済的要請か ら,戦 争の準備 を進めなければな らな

いような仕組みになっているようです。少な くとも,現 代におけ

る戦争 ない し戦争準備 が,巨 大な工業生産力の余剰 を配分するう

えで重要な選択肢の一つになっている,と いうことはできるで し

ょう』(創 立者:p.77)
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戦争が経済の発展 に寄与 してきたことは,否 定す ることはで きない。戦時 に

おける経済活動 はすべて国家によって管理 され,勝 利 に向けて全国民が総動員

され る。特 に航空機,ロ ケ ット,原 子力 などの先端科学技術 は,そ うした戦時

下によって急速 に研究開発が進め られた。 もちろん戦後 は,そ れ らの技術 は平

和 目的に使われて きた。 しか し武器を作 る産業が この世 に存在する限 り,い ざ

となればそうした会社がその高度 な技術 を戦争 目的のために応用することは十

分 に可能なはずだ。こうして 「戦争→経済発展→余剰生産の増大→戦争」 とい

った 「経済発展 と戦争」の悪循環が生 まれることとなる。博士 はこの点 を,次

のように解説す る。

『戦争 にともなう技術の進歩,戦 争 に注がれる一社会の余剰生産

の増大は,そ れぞれの戦争 を前回の戦争よ りもさらに破壊力ある

ものに しがちです。そ してついには戦争があまりに慢性化 し,破

壊的になって しまいます』(博 士:p.78)

それではこの悪循環 を断ち切るために,私 たちはいったいどうした らいいの

だろうか。そのためには 「戦争の最大の淵源 となっている経済のあり方に対 し

て,根 本的 な発想の転換がなされねばな らない」 と創立者 は訴える。それでは

それは,ど のような 「発想の転換」でなければならないのか。それはすべての

経済活動 を 「人類の平和 と幸福の実現す るため もの」 と定義付 け,そ こか ら戦

争 に結びつ く一切の要素 を排除 してい くことであろう。創立者は戦争 に頼 らな

い経済発展の方向性 として,次 のように語 る。

『私 は,戦 争以外にも経済の発展 と安定化 をもた らしうる要因は,

い くらでもあると思います。たとえば,社 会保障や教育の充実,

住宅の建設,対 外援助 といったものがそれです。それ らはいずれ

も,巨 大な資金を必要 とするものですが,各 国の経済に刺激 を与
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えるには十分 な要因 となりうるはずです』 (創 立 者:p.78)

戦争 によって経済 を発展 させ るといって も,も し核戦争 ともなれば人類 は全

滅。人間の生命が抹殺 され,焦 土 と化 した国土に,ど んな経済発展が期待で き

るとい うのだろうか。核兵器,人 口爆発,環 境破壊,貧 困 といった人類共通の

課題 を抱 えた現代。私たちは経済発展 とい うものを,む しろそうした 「地球的

諸問題群」 を解決するための有効的な手段 として,も っと積極的に考 えるべ き

ときに来ているのではなかろうか。

Ve戦 争の本質 と今後

戦争 はなぜ起 こるのか。その理由をはっきりと究明することが,平 和へ の道

を模索する第一歩 となるだろう。人類の歴史は,戦 争の歴史で もあった。特に

20世 紀 はふたつの世界大戦を中心 に,何 千万人 もの人々が戦争で亡 くなった。

生物学者 によれば,同 じ種同士でこれほ ど残虐な殺 し合いをす るのは,人 間だ

けだ とい う。「戦争 は人間に とって宿命的 なものか」 「戦争を避けるには,ど う

いう条件が必要か」,こ うした問題について博士 と創立者 は,「 第二章 ・軍備 と

戦争:6.戦 争の本質 と今後」(pp.110-118)の なかで語 り合 う。

博士 はまず戦争 と人類の余剰生産物 との関係 について,次 のように言及す る。

『われわれは,人 類の余剰生産物のほ とんど大部分 を戦争に費や

してきま した。すなわち,人 類が最低限ただ生存するために費や

される一 すなわち自 らを生 きなが らえさせ,種 の絶滅 を防 ぐため

に費や される一生産量 を少 しでも上回る生産物は,ほ とんどが戦

争のために使 われたのです』(博 士:p.112)

確 かに自己の衣食住が満たされない限 り,戦 争 をするだけの余裕 を持てるは
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ずがない。なぜ なら戦争 とは,敵 国の人間を殺すために,時 間,食 糧,資 材,

武器弾薬などを,果 て しな く使 い尽 くすか らだ。 したがって戦争 を遂行 ために

は,そ れだけの物質的余裕がなければな らない。博士がここでいう 「余剰生産

物」 とは,そ の余裕 をもた らす経済的な状況 ということになる。一方創立者は,

戦争 とはその国の余剰生産の産物 という博士 の見方 を支持 しつつ も,戦 争がむ

しろ逆に,人 間にとって基本的に必要な衣食住す らをも破壊 し,喪 失 させて し

まうことを指摘する。すなわちい ざ戦争 となれば,為 政者 は国民に対 して,人

間 としての最低限度の生活 さえ犠牲 にす ることを要求す るのだ。それは平和時

において も同 じである。 なぜ な ら政府 は,「 国家の安全保障」 という大義名分

の もとに防衛費 を優洗 させ,他 の国民生活の分野に犠牲 を強いるか らだ。 ここ

で創立者は次のように語る。

『戦争 で は,多 くの家 屋 や 農 地 が荒 ら され,破 壊 さ れて,民 衆 は

日々の 生 活 必 需 品 さ え も奪 われます』(創 立 者:pp.113-114)

『現代の日本でも,自 衛隊 を増強 し,維 持するために,国 民の生

活 は大幅 な犠牲 を強い られています。必要最小限 と思われる福祉

制度 さえ完備せず,都 市に住 む勤労者 は住 むべ き家 さえもてませ

ん。福祉や住宅建設に費や される予算 は,防 衛費の巨大 さに比べ

れば,問 題 にな らないほど少額です』(創 立者:p.114)

それでは戦争 とは,人 間の本性 に備わった宿命的な ものなのだろうか。人間

が,そ して人類が存在する限 り,こ の地球上か ら戦争はな くならないのであろ

うか。博士 はこの問題に対 して,人 間には暴力性 や残酷性が生来備わっている

ことは認めざるを得 ない という。 しか し戦争 とは,そ の暴力性や残酷性が特殊

な形で出現 した とい う立場 をとる。博士 は次の ように語 る。

『戦争 は,暴 力 性 ・残 酷 性 と同一 の もの で はあ りません。 それ は
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人間の暴力性 ・残酷性が特殊な形 をとってあらわれたものです。

私の信ずるところは,こ れらの悪い衝動 とい うもの は,人 間本性

に生来そなわるものであ り,生 命 自体に本質的に内在するもので

す』(博 士:P.114)

それではここでい う 「暴力性 ・残酷性の特殊な形」,「悪い衝動 」 とはいった

い何 を意味す るのか。博士 はそれを 「国家が本質的 に持つ暴力性 ・残酷性」,

「国家が他 国を躁躍 しようとす る悪い衝動 」 と見 る。考 えてみればいかなる国

であって も個人による殺人は重大犯罪であ り,そ うした殺人事件では法に基づ

き,極 刑 をもってその罪人を裁 く。 しか し戦争 となると大量殺人がその 目的 と

な り,よ り多 くの人の命 を奪 った者が国家か ら勲章 を受ける対象 となる。 この

矛盾に対 して博士 と創立者 は,そ れぞれ次の ように語 る。

『戦争 にあっては,人 間同士が公的機関一 国家政府 とか,内 戦の

場合 は臨時政府一の命令下に戦い,殺 し合います。兵士は,何 の

個人的な恨みもない相手 と戦います。彼 らの多 くは,お 互いには

まったく面識がなかった者同士 なのです』(博 士:P.113)

『戦争 を行 う主体 は,個 人的動機による殺人 を厳禁 しているはず

の国家であり,し かも,こ うした国家の犯罪行為に対 して制裁 を

加 える制度 は確立 していません。そのため,勝 利 を収 めたほうが

正義であるというような,野 蛮 きわまる法がいまだに通用 してい

ます。 これは,ま った く大 きな矛盾です。誰が考 えてもとうてい

納得できないようなこんな不合理 を,人 類は何千年にもわたって

黙認 してきたわけです』(創 立者:p.116)

戦争の当事者 は確かに人間である。 しか しここで博士 と創立者が指摘す るよ

うに,「 戦争 を行 う主体」 は国家,あ るいはそれに準ず る組織集 団なのだ。 も
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ちうん国家 を構成する為政者 も民衆 も,同 じく人間だ。 しか しどれだけ多 くの

一般国民が
,死 を賭 けていさぎよ く戦場に行 くことを,ま た戦争 によって家族

を失 うことを希望す るとい うのか。そ う考えると戦争 とは,権 力 を持つ為政者

が,国 家 とい う名 を借 りて引 き起 こす残虐行為で しかない。す なわち戦争の本

質 とは,為 政者 という人間 とその国家 とい う体制に,生 来備わっているものと

いえる。愚かな為政者が,そ の国家 を誤 った方向に導 くときに戦争が起 こる。

とするならば私 たちは,よ り賢い人間を政治的指導者 として選び,彼 らが国家

を正 しい方向に導 くように,し っか りと監視 していかなければならない。平和

とは人から与え られ ものではな く,私 たち一人一人のそうした地道な努力 によ

って初 めて実現するものではなかろうか。創立者はこの章の最後に,平 和 につ

いて次 のように語 る。

『平和であるとは,互 いに何の恐怖 も与 えることなく,心 から信

頼 しあい,愛 し合っていける状態のことです。そのような平和 な

状態こそ人類社会の正常 な状態であり,そ れであって初めて人問

らしい人間社会 といえるで しょう。そのような社会にすることこ

そ,人 類の政治的指導者の,思 想家の,そ してあらゆる知識人た

ちの,最 大の課題 であると訴 えたいのです』(創 立者:p.117)

む す び に

博士 と創立者の平和思想 の根底には,お 二人の若 き日の戦争体験がある。二

つの世界大戦 を経験 した博士 は,多 くの友人を戦場で失 った。博士 にしてみれ

ば 「生 き延 びられたこれからの人生は,い ってみれば授か りもの……」 といっ

た思いがあった という。 しか しそのとき両大戦の講和会議で博士が 目撃 した も

のは,国 家 という怪物が,弱 肉強食の論理で権力外交 に没頭する姿だった。一

方創立者 もまた,戦 争の犠牲者 だった。病弱 な体にもかかわ らず炎天下のなか

で軍事教練 にか り出され,血 を吐 くほどの苦 しみを味わった。そ して最大の悲
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しみ は,か けがえのない一番上のお兄 さんを,ビ ルマの戦場で失 ったことだっ

た。 『戦争 は絶対悪であり,人 間生命の尊厳への挑戦 である!』 とい う創立者

のことばは,そ んな戦争の悲惨 さと不幸 を原体験 した当事者 としての,心 か ら

の叫びに違いない。

『もう二度 と戦争 は繰 り返 させ まい。21世 紀 は戦争か ら生命尊厳の時代 に しな

ければな らない』。博士 と創立者の平和への思いは,こ の点 において一致す る。

お二人はまず私 たちに国家観の見直 しを迫 る。今世紀,戦 争遂行の主人公 は 「主

権国家」であった。国家主義,愛 国心 とい う名の もとに,人 間の生命 を奪い続

けて きたのがその国家であった。だか らこそ国家 に対 して大 きな懐疑心 を抱 く。

さらにまた通信技術 ・交通手段の飛躍的な進歩により,人 々が国家 という枠 を

越 えてひんぱんに行 き来するような国際社会 になったこと。平 たいことばでい

えば 「世界が小 さくなった」 こと。博士 はこれを 「距離の破壊」 と呼んだ。一

方核戦争の脅威,人 口爆発,環 境破壊,第 三世界の貧困 といった問題 は,全 世

界の共通課題であるこ と。創立者はこう した地球的諸問題 に注 目し,『 今や守

るべ きものは,一 国一国の国家ではな く,地 球 その ものである』 と主張す る。

「国家」か ら 「人類」へ。「国益」か ら 「人類益」へ。「愛国心」か ら 「人類愛」

へ。創立者 はこれを,「 世界全体 をわが祖国 とする人類愛」 と呼んだ。一方博

士 は,人 間が正 しく愛すべ き対象 は 『宇宙 の中の,そ の向こうに,ま たその背

後 にある究極 の精神的実在である』,そ して 『この究極の実在 とは愛 のこと』

と述べ る。さらに博士 は 『愛 とは奪 う代わ りに与える とい う精神的衝動』 と語

り,「奪 う一戦争」か ら 「愛=人 間を愛すること=生 命の尊厳」という 「人類愛」

を説 く。「人類愛」 を培い,個 々の国籍 を超克 して,「 世界市民」,「地球市民」

という意識 を育む。そのためには諸国家を統合 し,世 界政府 を樹立する。そ し

てその地球国家が誕生するとき,人 類 は一切の戦争 を放棄 した 日本の平和憲法

をモデル に して地球憲法 を作 り上げる。人はこれ を理想論 とい うか もしれない。

しか し理想があるか らこそ,実 現 したい夢があるか らこそ人々は,そ れに向か

って 日々努力 し,一 歩一歩前進することがで きる。
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トイ ンビー博士は創立者の2度 目の対談の翌年病床 に伏 され,そ の1年 後の

1975年 に他界なされた。86歳 だった。その意味で2回 にわたる創立者 との語 ら

いは,博 士 にとって文字通 り 「21世紀への遺言」 となった。以来創立者 は博士

の遺志 を胸 に,渾 身の力 と愛情 を持 って,21世 紀 をいかに生 きるかについて私

たちを指導 なさって こられた。そ してその21世 紀 は今や 目の前。今 こそ私 たち

は博士 と創立者の平和への思 いを真剣に学 び,そ れ を21世 紀 を生 きる指針 とす

べ きときではなかろうか。

創立者 は博士 との思い出 をつづ った 『私の世界交友録(読 売新 聞社刊)』 の

最後で,次 のように語る。

『私 は思 う。社会 の指導 者 が,少 しで も よ い,い っ と きで もよ い,

自分 の死 後 に真 剣 に思 い を め ぐ ら し,そ こ か ら今,何 を な す べ き

か を考 え た な らば,そ の 日か ら,世 界 は どん な に か素 晴 ら し く変

わ る で あろ うか。

"さ あ
,仕 事 を続 け よ う!"。 私 の 耳 に は今 も,あ の 日の 博 士(わ

声 が 聞 こ え る』(私 の世 界 交 友 録p.99)


